
いた三人の身体ではなく、一体の神体

であった。つまり、三位一体の神であ

ったのである。

だから、アダムとエバは神の被造物

ではなく、永遠の遥か前から神と一体

であった神様であった。聖書に出る善

悪果事件により、アダムとエバと神、

このように三位の神は同時に、悪魔の

虜になったのである。

いまから六千年前、神は一次元にい

たが、悪魔は狡猾で二次元にいた。二

次元にいた悪魔は神のを模倣して、

神の前に現れ容易く神の霊を占領し

てしまったのである。聖なる神の霊は

余りにも純粋な状態にあったので、神

と同じく模倣した悪魔を見た瞬間、そ

のままその霊が占領し入ってきたの

である。そういうことで聖なる神の霊

は、悪魔の捕虜になったのである。

本来、聖なる天神は男性でも女性で

もない中性的存在であったが、二元的

な悪魔に占領されたことによって、悪

魔の両性的な姿を着ることになった

のである。

そういうわけで、今の悪魔の霊獄に

捕らわれていた人間が、再び神の霊に

戻るためには、悪魔の姿である男子と

女子の性品を脱いで、中性的な本来の

性品に戻らなければならないのであ

る。これは無極大道の出現を意味して

いるのだ。

男子は女子を意識することがなく、

女子は男子を意識することのない即

ち、淫乱の情欲を完全に超越してこ

そ、聖なる神を回復することができる

のである。*

次の号に引き続き掲載

Subaru Kan / 新人類文化硏究所長

四、人類救援と生命の光

聖書論の信仰に付いて

聖書論の中に出てくる象徴的み言

葉の全体は霊の言葉であり、霊の言葉

であるから人間の心を描いた言葉な

のである。

もう一つ、黙示録には“山や、海や、木

やを害してはならぬ！”という句節が

ある。これを神学者たちは解釈できず

にいるのである。解釈できないのはま

だよいとしても、とんでもない解釈を

し、惑世誣民すら辞さないでいるので

ある。

“山” “海” “木”は、みんな人間の心を

指している言葉である。泰山の如き恩

恵を受けた心、海の如き恩恵を受けた

心、既に恩恵を受け木の如くなった義

人を指して、山や、海や、木や、と象徴化

して表現したものである。

天声神語　:　聖書の御言葉は

全て霊的な言葉である。

聖書には信仰に就いていろいろと

論じている。芥子種一粒ほどの信仰が

あれば、この山に向かって「彼処に移

れといえば移るであろう」というこ

とは、信仰の能力を言っているのであ

る。

この「山」と言っているのはこの世の

山ではなく、霊的、即ち心の山を指し

ており、心の泰山のごとき罪悪を言っ

ているのである。

人間の心において、第一に高い “山”

の如きものが“我”という意識である。

“我”の意識はまさに罪悪の山であり、

欲望の山である。この山の如き罪悪を

彼処に移すと言っているから、芥子種

一粒ほどの信仰があっても、心の泰山

の如き罪悪を滅する能力があるのだ

といった意味である。

また、心は望むものの実相であり、見

えないものの証拠だと言っているが、

これは、信仰さえあれば望むとおりに

なり、見えないものが見えるようにし

てくれるのが、信仰だと言ったのであ

る。だから、見られなかった天国と、見

られなかった地獄を見られるように

してくれることが信仰であり、望み願

う永生をなすようにしてくれること

が信仰である。

人間の望みが永生だが、望むとおり

永生できないのは信仰がなかったか

らである。

いままでは信仰がなかった。永生が

なかったから、心もなかった。そして、

聖書でも“信ずる者を見ることがなか

った”と言っているのである。

エペソ書二章八節によれば、信仰は

“神の賜物なり”と言っており、神の賜

物は即ち、神の恩恵であり、神が人間

に与える恩恵は即ち、信仰なので、神

が人間に与える恩恵とは、人間の最も

願うことをなさしめていることが恩

恵であるから、パウロが言ったよう

に、“望むことの実相”が即ち、永生の恩

恵であるのだ。

死なずに永遠に生きることが人間

の望みであり、不幸でなく幸福に暮ら

すことが人間の望みであるから、人間

を幸福に、死なずにしてあげることが

即ち、恩恵であり、信仰である。

だから、信仰とは無条件に誰を“信じ

る”という文字的意味の信仰とは距離

が遠いということを聖書は、このよう

にいろいろな側面から語ったのであ

る。

罪の償いは死亡であり、罪の償いは

地獄であるので、罪の中で暮らして死

んでゆくしかない人間を死なないよ

うしてくれることが、即ち信仰である

から、信仰は人間が死ぬ原因を除去し

てあげてこそ、真の信仰になるのであ

る。

死の原因は罪であり、老いの原因も

罪にあるので、信仰は罪を除去してく

れる事である。罪とは、まさに悪の心

であるから、悪い心を除去してくれる

のが信仰である。悪い心は慾心から出

るが“我”という意識から慾心が起きる

基であるから、悪魔の霊である“我”の

意識を除去する能力が即ち、信仰であ

る。

従って、信仰は“我”という存在魔鬼

を殺す能力である。

いままで、神が人間の中で六千年間

を悪魔と闘ってきたが、悪魔を殺す能

力を持っていなかったのだ。

ようやく一九八〇年十月十五日、天

神の神が世界永生学会総裁の方の中

に存在していった悪魔を殺し占領し

たから、勝利者としての神になられ、

悪魔殺しの「勝利した神」の能力をも

たれるようになったのである。

いまや、その方の中にいった悪魔を

殺し、神が勝利したので、悪魔に勝っ

た神が、まさに信仰である。その故に、

聖書論的に信仰の真義は悪魔に打ち

勝った神様の聖霊を言う象徴的用語

である。

そして、悪魔に勝った心があるから、

罪に勝ったし、罪に勝ったから、死亡

の霊に勝ったのである。死亡権勢に勝

ったから永生を得たのであり、永生を

得たから、望んでいたことの実相が、

ここで成就するようになったのであ

る。

していたのだ。聖書で“善なる”という

ことは即ち、神の心を指して善だと表

現したのである。

従って、アダムとエバには神の善な

る心のみが充満していたので、彼らが

善なることは知らぬはずがない。と

ころが、彼らが善悪果を食べた結果、

善と悪を知るようになったと言われ、

これは即ち、善悪果に因り悪を余計知

るようになったという話である。だか

ら、

善悪果は悪を知る心、悪を知る心は

悪なる心、

悪なる心は悪なる霊であり、悪なる

霊とは悪魔の霊を指すのだ。

このように、善悪果自体が悪魔であ

り、悪魔自体が善悪を知る実であると

すれば理に合うのである。即ち、善悪

果は桃やリンゴのような果物ではな

く心であるから、神の心でなく、悪魔

の心が即ち、善悪果であり、“善悪果を

食べた”としたことは、“悪霊を受けた”

という意味である。聖書には霊を受け

ることを、食すると表現している。“ユ

ダヤ人もギリシャ人もみな、同じひと

つの神霊を飲んだからである”（コリン

ト人への第一の手紙12章13節）

アダムとエバは神の被造物ではな

く、永遠の前から神と一体であった三

位一体の神　　である。従って、アダ

ムとエバだけが善悪果を食べて死ぬ

ようになったのではなく、神までも善

悪果を食べたのである。

アダムとエバは神の姿をし、神の内

にあった存在であった。ということ

は、アダムとエバの主体霊が聖なる神

であったということであり、いうなれ

ばアダムとエバの“我”という意識が、

まさに聖なる神であったという話で

ある。

だから、アダムとエバと神は別々に

3、善惡果論

人間は生命の神と死亡の神の

共存体

神は永遠な生命の存在であるが、悪

魔は生命に敵対する死亡の存在であ

る。

聖書は生命の神と、死亡の神との永

い永い戦争に関して記録している。人

類の心の中には、いまも、その戦争が

絶えず起きている。善と悪との闘い、

良心の心と自我意識との闘いの中で、

シーソーに乗っているのが人間の心

であるからである。従って、聖書は人

間の心の闘いに関する記録である。

天声神語

聖書には、最初の人間をアダムとエ

バだとしているが、かれらは楽園のよ

うなエデンの園で暮らしていたが、禁

じられていた善悪を知る実を食べた

ので、死ぬしかない哀れな人生に転落

してしまったと言われる。もし、アダ

ムとエバが善悪果を食べていなかっ

たとしたなら、彼らは、いまもエデン

の園で幸福に暮らしているはずであ

ろう。だのに、彼らはサタンの魅惑に

負けて善悪果を食べてしまったので

ある。

ところが、善悪果を食べる前のアダ

ムとエバは何も知らない馬鹿だった

かといえば、そうではない。かれらは

神の形をしていたと記録されている。

神の形をしていたということは、即

ち、神の心が充満していたと言うこと

で、神と同じだということであり、ア

ダムとエバがまさに神だったという

意味である。

アダムとエバは神の心が満たされ

ていたので、神の善なる心のみが充満
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新しい時代　新文化運動と哲学

정도령의 십승촌을 나가면 죽을 것이요
들어가면 영생하리라

末運論(말운론)
                          

釋迦之運三千年 석가지운삼천년

彌勒出世鄭氏運 미륵출세정씨운

斥儒尙佛西運來 척유상불서운래

天地海印誰何說 천지해인수하설

佛道大師保惠印 불도대사보혜인

天地人三 천지인삼

火印雨印露印 三豊三印

화인우인로인 삼풍삼인

天民擇地三豊之穀 천민택지삼풍지곡

穀種求於三豊也 곡종구어삼풍야

석가지운 삼천 년(정확히는 삼천칠년) 

후에 미륵불은 정(鄭)씨(정도령)운으로 세

상에 나오신다. 허례허식에 빠진 유교를 

배척하고 마음 법을 중히 여기는 미륵불

을 숭상하게 되니 이는 미륵불이 금운을 

타고 오심이라. 천지간에 무궁한 조화를 

지어내는 해인을 누가 말했던가? 불도의 

큰 스승이신 미륵불의 보혜인(保惠印)이

요 천지인 삼수(三數)에 응한 화인(火印), 

우인(雨印), 로인(露印)의 삼풍 삼인이다. 

하늘백성이 택한 땅에 삼풍의 곡식이 있

으니 곡식 종자는 삼풍에서 구하느니라.

龍蛇之人不免獄 용사지인불면옥

不忍碎獄出時 불인쇄옥출시

天地混沌飛火落地 천지혼돈비화락지

鼠女隱日三床後臥 서여은일삼상후와

先擇失散此運時 선택실산차운시

진사(용사=진사)의 성인은 죄 없는 옥

고를 면치 못하는데 만약 이를 참지 못하

여 옥을 부수고 나오면 천지가 혼돈하여 

하늘에서 불이 날아와 땅에 떨어지니 여

인 한 분(갑자생)은 나오지 못하고 죽으리

라. 이운(運)에는 먼저 택한 사람은 실망

한 나머지 뿔뿔이 흩어지리라.

鄭堪豫言十處 정감예언십처

地理之上大吉地 지리지상대길지

十處以外小吉 십처이외소길

方方谷谷結定地 방방곡곡결정지

不入正穴者死 불입정혈자사

有福之人 或希生 유복지인 혹희생

穴下弓身 巽門 혈하궁신 손문

弓乙圖用必要矣 궁을도용필요의

天擇弓弓十勝地 천택궁궁십승지

利在弓弓十勝村 리재궁궁십승촌

不利山不近不聽 불리산불근불청

天民十勝地 천민십승지

赤運蔽日火烟蔽月 적운폐일화연폐월

盜賊不入 도적불입

安心之地 出死入生 안심지지 출사입생

自古豫言秘藏之文 자고예언비장지문

隱頭藏尾不覺書 은두장미불각서

自古十勝弓乙理 자고십승궁을리

由道下止從從金說 유도하지종종금설

정감선사(정감과 이심이 금강산 비로

봉 위에서 천지의 운세를 논하면서 미래

를 예언함)가 예언한 지리상의 대 길지인 

십 처가 있고 십 처 이외에 소 길지로 결

정된 곳이 방방곡곡에 있으나 바른 혈 자

리의 땅에 들지 못한 자는 죽으리라. 복이 

있는 자는 혹 드물게 사느니라. 빈궁하게 

사는 가운데서 자신을 낮추고 손문(巽門: 

손진계룡巽震鷄龍의 손巽)으로 하나님이 

좌정하신 분(5도72궁)을 찾아 자신 속의 

마귀를 죽이며 6도81궁 정도령을 기다려

야 하리라.(이미 출현하였다. 아직도 5도

72궁에 연연해 있으면 궁을도의 이치를 

모르는 것이다.) 6도81궁 정도령을 찾으려

면 궁을도 즉 하도낙서의 용법이 필요하

리라. 손문(巽門)은 손진계룡의 손(동물로

는 닭)으로 하나님이 좌정하신 분(5도72

궁)이며 진(震)은 마귀를 이기신 삼위일체

하나님이 완전히 좌정 하시니 6도81궁이

며 동물로는 용이다. 정도령이 계룡산에 

도읍을 정하여 지상선국을 건설한다는 말

과 같은 의미이다. 6도81궁 속에 5도72궁

과 중간에 여인 한 분(밀실에서 6도81궁

을 연단시킨 분)이 함께 6도81궁의 마음

속에 있으므로 삼신일체 삼위일체를 이루

고 계신다.

참고로 육도삼략운행지도에 의하면 선

천에는 복희씨가 1도36궁이요, 문왕이 2

도45궁을 담당하였고, 후천은 수운(水雲) 

최제우가 3도54궁이며, 6X9=54에서 6

은 수水를 의미하기 때문에 수운이 될 수

밖에 없고, 화운 강증산이 4도63궁으로 

7X9=63에서 7은 화火를 의미한다. 그는 

스스로를 남방 삼리화(三离火)라 한 바 있

다.

그다음 중천은 목운木運(박태선朴泰

善)이 5도72궁(8X9 8은 목木)이며 갑을가

의 세인부지 정변박(世人不知鄭變朴)의 

사람이다. 금운金運(조희성曺熙星)이 6도

81궁(9X9 9는 금金을 말한다.)으로 해서 

천지공사가 완성되어 죽음 없는 세상 즉 

지상선국 건설을 이루어낸다.(새41장 이

견기타파멸마利見機打破滅魔 인생추수

人生秋收 조미단풍구비糟米端風驅飛 조

표풍지인糟飄風之人 궁을십승弓乙十勝 

이는 6도81궁 정도령의 성씨姓氏를 나타

내고 있다) 선천과 후천은 쇠병사장(衰病

死葬) 아래에서의 삶이지만 중천 즉 목운 

금운의 천지공사가 끝나면 쇠병사장(衰

病死葬)이 퇴거(退去)하게 되는 것이다. 

이것이 천지개벽의 핵심 비밀이다.

하늘이 궁궁 십승지를 택했으니 이로움

은 궁궁 십승촌에 있느니라. 산에 있으면 

불리하니 가까이 하지도 말고 듣지도 말

일이다. 하늘 백성이 십승지에 있으니 붉

은 기운이 해를 가리고 불과 연기가 달을 

가려도 도적이 들지 못하므로 안심할 곳

이라. 정도령으로부터 살마광선(殺魔光

線)인 감로해인을 받으므로 사망권세를 

쥐고 있는 마귀가 침범하지 못함을 뜻한

다. 십승촌을 나오면 죽을 것이요 들어가

면 살 것이니라. 예로부터 예언은 숨기고 

감춘 글로서 머리를 숨기고 꼬리를 감추

어 때가 이르지 않으면 깨닫지 못하게 한 

글이니라. 자고로 십승은 궁을의 이치에

서 나온 연유로 해서 십승의 도 아래에 그

치라(머물라)고 했으며 십승의 도의 주인

공인 육도삼략의 마지막 완성자이신 금운 

정도령(6도81궁)을 따르라고 말했던 것이

니라.*
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